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令和７年度宇都宮市ＰＴＡ連合会役員
会　
　

長
福
田　

治
久
一
条
中
Ｐ

副
会
長
佐
藤　
　

要
豊
郷
中
央
小
Ｐ

中
村　

大
介
一
条
中
Ｐ

山
本　

和
紀
宝
木
中
Ｐ

村
瀬　

広
之
横
川
中
Ｐ

飯
沼　

貞
臣
岡
本
小
Ｐ

佐
藤　

達
也
泉
が
丘
中
Ｐ

関　
　

守
康
御
幸
小
Ｔ

髙
橋　

重
年
陽
南
中
Ｔ

専
務
理
事
鈴
木　
　

裕
事
務
局　

常
任
理
事
鮎
澤　

秀
則
瑞
穂
野
中
Ｐ

旭
野　

好
紀
星
が
丘
中
Ｐ

中
島　
　

崇
豊
郷
中
Ｐ

福
田　

一
也
横
川
西
小
Ｐ

宮
崎　

正
樹
雀
宮
南
小
Ｐ

中
澤　

克
典
清
原
中
Ｐ

吉
井　

大
輔
宝
木
中
Ｐ

小
澤　

孝
子
鬼
怒
中
Ｐ

佐
藤　

雄
彦
岡
本
北
小
Ｐ

海
賀　

睦
友
宇
大
附
属
中
Ｐ

小
口　

省
吾
石
井
小
Ｔ

髙
田　
　

玄
横
川
中
央
小
Ｔ

川
北　

由
美
姿
川
中
Ｔ

Ａ
ブ
ロッ
ク
長

齊
藤　

羊
子
姿
川
中
Ｐ

Ｂ
ブ
ロッ
ク
長

深
谷　

陽
子
瑞
穂
野
中
Ｐ

Ｃ
ブ
ロッ
ク
長

菊
池　

浩
子
陽
北
中
Ｐ

Ｄ
ブ
ロッ
ク
長

金
子　

将
士
晃
陽
中
Ｐ

Ｅ
ブ
ロッ
ク
長

竹
田　

康
徳
豊
郷
中
Ｐ

会
計
監
査
篠
原　

一
成
城
山
中
Ｐ

杉
山　

文
人
雀
宮
中
Ｐ

高
橋　

裕
一
鬼
怒
中
Ｔ

五
月
二
十
三
日
、
令
和
七
年
度
定
期
総
会
が
宇
都
宮
文

化
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
市
長
よ
り
お
祝
い
の
お

言
葉
、
市
議
会
議
長　

塚
田
典
功
様
、
市
教
育
委
員
会
教

育
長　
小
堀
茂
雄
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
福
田
治
久
会

長
か
ら
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
本
年
度
の
活
動
方
針

案
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案
及
び
新

役
員
案
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
長
き
に
わ
た
り
当
連
合
会
を
支
え
、

退
任
す
る
役
員
で
、
五
年
以
上
勤
め

た
一
名
と
、
一
年
以
上
勤
め
た
役
員

二
十
七
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
小
堀
教

育
長
、
福
田
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
、
無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
定
期
総
会

『
千
の
蔵
よ
り
子
は
宝
』

宇
都
宮
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
会
長
　
福
田
　
治
久

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ソ
ン
グ
と
し
て

有
名
な
「
栄
光
の
架
橋
」

私
に
は
、
こ
の
曲
に
ま
つ
わ

る
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。

十
数
年
前
の
運
動
会
で
、
組

体
操
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た

の
が
こ
の
曲
で
す
。
連
日
練
習

す
る
中
、
失
敗
続
き
で
学
級
の

雰
囲
気
が
重
苦
し
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、フ
ィ

ナ
ー
レ
で
組
む
「
橋
」
は
、
構

成
人
数
も
多
く
、
皆
が
苦
心
し

ま
し
た
。
日
ご
と
に
上
達
し
ま

し
た
が
、
本
番
は
一
度
き
り
。

班
全
員
の
息
を
合
わ
せ
て
集
中

し
な
け
れ
ば
成
功
し
ま
せ
ん
。

本
番
前
、
入
場
す
る
子
供
た
ち

を
、「
頑
張
れ
！
」
と
祈
り
な
が

ら
見
送
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
演
技
は
順
調
に
成

功
し
、
い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

「
栄
光
の
架
橋
」
が
流
れ
、一
基
、

一
基
、
次
々
と
形
や
高
さ
の
違

う
橋
が
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
で
き
た
、
で
き
た
。」
と
、
子

供
た
ち
が
つ
く
っ
た
橋
を
見
て

い
く
と
、
一
人
一
人
と
目
が
合

う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。「
先

生
、
見
て
る
？
」
と
い
う
誇
ら

し
げ
な
表
情
で
学
級
の
子
供
た

ち
が
私
を
見
て
い
た
の
で
す
。

「
組
体
操 

先
生
泣
い
た 

成

功
だ
！
」
こ
れ
は
、
学
級
の
子

が
作
っ
た
川
柳
で
す
。
今
で
も

「
栄
光
の
架
橋
」
を
聴
く
と
、

あ
の
時
の
子
供
た
ち
の
満
足
気

な
笑
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。
運

動
会
に
号
泣
し
た
変
な
先
生
に

な
っ
た
こ
と
を
、
私
は
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

田原西小学校
塩沢　美奈子

学校給食!!人気メニュー！学校給食!!人気メニュー！
８月１日㈮ホテルニューイタヤ３階天平の

間において、参加者157名による令和７年度の
「学校長・PTA会長研修会」が開催されました。

研修会は二部構成とし、第一部は市Ｐ連からの
連絡等、第二部は「教育で選ばれるまちを目指し
て」と題して、宇都宮市における子供たちへの教
育に関する取り組みについて、宇都宮市教育委員
会の小堀茂雄教育長から講話をいただきました。

講話では、市の教育施策について、３つの
ACTION（Action・Attraction・Interaction） の
視点から、確かな学力を育む「小中一貫教育・
地域学校園」制度、読書活動を支える学校図書
館司書の全校配置、自然体験や職場体験を通し
た価値観の芽生え等を紹介していただきました。

この研修から、子供たちが生き生きとした毎
日を過ごせる環境を整備することへの宇都宮市
の取り組みを知ることができました。子供たち
が過ごしているこの教育環境は、多くの人たち
の努力によって築かれており、行政、学校、家
庭が協力することでその仕組みは成り立つもの
です。子供たちが自ら考え行動する力を育み成
長していくためには、社会という人間関係の中
で、自らと向き合い問
題を解決していくこと
が大切であると学んだ
研修でした。

副会長　佐藤　達也

学校長・PTA会長研修会学校長・PTA会長研修会

上河内中上河内中

横川西小横川西小

鬼怒中鬼怒中

今泉小今泉小

陽東中陽東中

国本西小国本西小

宝木中宝木中 若松原中若松原中河内中河内中

宮の原小宮の原小

岡本小岡本小

西が岡小西が岡小

泉が丘小泉が丘小

岡本北小岡本北小

篠井小篠井小

城山東小城山東小

白沢小白沢小 桜小桜小

国本中央小国本中央小 豊郷中央小豊郷中央小

横川中央小横川中央小 御幸小御幸小平石中央小平石中央小

中央小中央小

教えて！

令
和
七
年
度
も
引
き
続
き
、
宇
都
宮
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
福
田
治
久
で
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
度
も
、
全
て
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
と

共
に
、
愛
し
て
止
む
こ
と
の
な
い
子
供
た
ち

の
経
験
と
成
長
の
機
会
を
学
校
と
共
に
し
っ

か
り
と
提
供
し
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
す
ぐ

そ
ば
で
共
に
見
届
け
、
時
に
は
助
け
導
く
、

そ
し
て
子
供
た
ち
の
安
心
安
全
を
し
っ
か
り

と
担
保
し
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
育
て
の
一
環
で
す
。
そ
し
て

生
活
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
仕
事
や
家

庭
を
犠
牲
に
し
て
は
い
け
な
い
も
の
で
す
。

で
き
る
と
き
に
や
る
、
今
回
出
ら
れ
な
か
っ

た
ら
次
出
ら
れ
る
と
き
に
出
る
、
そ
れ
で
ま

わ
る
組
織
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環
境
や
時
代
に
合
わ
せ
て
変
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
ど

ち
ら
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
絶
対
に
変
わ
ら
な
い
も
の
は
私
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
本
質
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校
の

た
め
保
護
者
の
た
め
そ
し
て
何
よ
り
も
愛
し

て
止
む
こ
と
の
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
で
あ

り
ま
す
。
高
校
、
大
学
で
は
な
く
義
務
教
育

の
子
供
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
必
要
に
な
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
全
て
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、

共
に
歩
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
全
員
の

ご
多
幸
と
宇
都
宮
市
内
四
万
名
の
全
て
の
子

供
た
ち
の
学
校
と
家
庭
で
の
生
活
が
光
り
輝

く
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宇河地区の小中学校にご協力いただき、“栃木ならではの人気給食メニュー”
についてお聞きしました。その結果、多くの学校から支持を得る圧倒的人気メ
ニューの存在が明らかになりました。今回は３位の２品をご紹介します！各校
の特色が存分に発揮された献立をご覧ください。

学校でとれたゆず

新
里
ね
ぎ

じごくラーメン

ぎょうざめし

← 白楊高校か
ら仕入れ →

朝採れたけのこ にら
玉ト
マト

みそ
汁

学校で
育てた野

菜

地元食材を
たくさん使用

地区特
産の

ゆず入
り

肉団子
平石産のブルーベリー使用

特製
城山のタレ

後期ではさらに24校の献立とランキング１位、２位をご紹介します。お楽しみに！

人気給食ランキング

１位１位　？？？？？	 13票
２位　？？？？？	 11票
３位　県民の日ゼリー	 10票
３位　かんぴょうの味噌汁	 10票

材料はほぼ篠井産

忍者食丸くん

３位は
こちら

第92号
発　　行／宇都宮市PTA連合会　福田　治久

宇都宮市天神1-1-24
宇都宮市教育センター内
TEL･FAX　632-7856

編　　集／市Ｐ連新聞編集委員会
印　　刷／㈱松井ピ･テ･オ･印刷
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市Ｐ連ソフトボール大会市Ｐ連ソフトボール大会
優勝は「岡本西小」と「陽北中」。おめでとうございます

　６月８日㈰と７月６日㈰に開催されました。
今年度は小学校49校、中学校19校の参加が
あり、盛大に熱戦が繰り広げられました。
たくさんの応援・ご参加いただきました選手
の皆さま、ありがとうございました。

昨年準優勝の悔しさを胸に、厳しい暑さの中、白
熱のシーソーゲームを全員で最後まで戦い抜き、
決勝はサヨナラ勝ちで悲願の初優勝を果たしまし
た。満身創痍のなか何度逆転されても決してあき
らめない姿は、応援に来た子どもたちにも届いた
はず。大人の青春が詰まった、忘れられない一日
となりました。

応援いただいた皆さま、あり
がとうございました。全力で
汗を流し、声を掛け合い、大
人になって再び青春を楽しむ
こ と が で き ま し た。 何 よ り、
かけがえのない仲間と出会え
た こ と が、 一 番 の 財 産 で す。
来年こそ「ビッグファミリー
戸祭！」を合言葉に優勝旗を
取り戻そう！

昨年度は、惜しくも決勝リーグ
進出を逃してしまいましたが、
今年度は、無事に決勝の舞台に
戻ってくることができました。

「やるからには負けたくない」
と、選手一丸となりプレーする
ことで、保護者間の絆も強くな
りました。運営・参加・協力い
ただいた皆さま、暑い中ありが
とうございました！ 

市Ｐ連ソフトボール大会で見事優勝することがで
きました！短い準備期間ながらも、選手たちは全
力でプレーし、輝く汗がとても印象的でした。本
気でありながらも楽しさを忘れず、笑顔あふれる
雰囲気の中で親睦も深まり、素晴らしいチームに
なれたと思います。大会運営にご尽力いただいた
役員の皆さまにも心より感謝申し上げます。

優
勝

優
勝

岡
本
西
小

陽
北
中

準準優勝優勝準準優勝優勝 戸祭小横川中

海
道
小
学
校
は
、
宇
都
宮
市
の
北
部
に

位
置
し
、
学
区
は
旧
奥
州
街
道
（
白
沢
街

道
）
を
中
心
に
、
南
北
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
本
校
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に

開
校
し
、
今
年
度
で
創
立
四
十
一
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
創
立
四
十
周

年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。
開
校
前
は
、
豊
郷
中
央
小
学
校
海
道

町
分
校
と
し
て
、
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま

で
が
通
い
、
五
・
六
年
生
は
豊
郷
中
央
小

学
校
に
通
い
ま
し
た
。
海
道
町
分
校
に
は

二
つ
の
教
室
が
あ
り
、
複
式
学
級
で
授
業

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
海
道
小

学
校
は
、
児
童
数
が
増
加
し
て
お
り
、
児

童
数
二
百
四
十
二
名
、
十
四
学
級
に
な
り

ま
し
た
。
教
室
が
不
足
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
校
舎
の
増
築
工
事
を
行
い
、
六
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。

本
校
の
特
色
は
、「
海
道
ふ
れ
あ
い
活
動
」

と
し
て
、「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」、「
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
」
を
通
し
て
、
児
童
の
心
を

育
む
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。「
人
と
の
ふ

れ
あ
い
」
で
は
、
縦
割
り
班
活
動
で
の
異

年
齢
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
地
域
の
方
々

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

か
ら
、
他
を
思
い
や
る
心
の
醸
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」
で
は
、

田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
栽
培
な
ど
の
「
農
業
体
験
活
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
の
北
側
に
広
が

る
「
北
樹
林
地
」
を
活
用
し
、
自
然
と
の

共
存
や
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
つ
い

て
体
験
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

本
校
の
校
舎
の
横
壁
に
は
ハ
ト
の
マ
ー

ク
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
校
歌
の
三
番
に
「
ハ

ト
の
マ
ー
ク
は
平
和
を
め
ざ
す
」
と
い
う

歌
詞
が
あ
り
ま
す
。
五
十
周
年
に
向
け
、

そ
し
て
、
平
和
な
未
来
社
会
に
向
け
、
教

育
目
標
で
あ
る
「
自
分
で
考
え
行
動
で
き

る
子
」
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
四
月
に
、
戸
祭
中
学
校

と
い
う
名
で
誕
生
し
た
本
校
は
、
今
年
度
、

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

開
校
当
初
は
、
陽
西
中
学
校
の
校
舎
の

一
部
を
借
り
る
な
ど
、
十
分
な
施
設
、
設

備
の
な
い
状
況
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
星
が
丘
の
教
育
の
礎
を
築

き
、
そ
れ
ら
を
継
承
、
発
展
さ
せ
な
が
ら

伝
統
を
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
先
輩
方
の
挑
戦
と
協

働
に
よ
り
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
の
時
代

を
力
強
く
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
校
の
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
新
化
、
深
化
、
そ
し
て
進
化
」
で
す
。

こ
れ
に
は
、
時
代
に
応
じ
た
新
し
い
も

の
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

星
中
の
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
学
校
全
体
を

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
化
さ
せ
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
は
、
校
歌
を
大
き
な
声
で

堂
々
と
歌
い
ま
す
。
卒
業
式
等
の
儀
式
や

節
目
の
集
会
時
の
校
歌
合
唱
は
、
と
て
も

迫
力
が
あ
り
、
星
中
生
で
あ
る
こ
と
へ
の

誇
り
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、何
事
に
対
し
て
も
、自
分
で
考
え
、

判
断
し
、
行
動
で
き
ま
す
。
生
徒
会
活
動

で
も
、
よ
り
良
い
星
が
丘
中
学
校
を
目
指

し
、
役
員
を
中
心
に
様
々
な
企
画
を
考
え
、

全
校
生
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
変
化
が

激
し
く
、
予
測
困
難
な
時
代
で
す
が
、
自

分
が
所
属
す
る
集
団
に
誇
り
を
も
つ
こ
と

や
自
分
で
考
え
行
動
す
る
こ
と
は
、
今
後
、

生
き
て
い
く
上
で
、
大
き
な
強
み
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
強
み
を
、
次
世
代
の
星
が
丘
中
学

校
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
現
在
、
星

が
丘
中
学
校
に
携
わ
る
私
た
ち
に
課
さ
れ

た
重
要
課
題
で
す
。

七
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
改
め

て
、
常
に
「
進
化
」
し
続
け
な
が
ら
、
時
代

の
最
先
端
を
い
け
る
よ
う
、
家
庭
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
、
毎
日
の
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
和
の
ハ
ト
が
棲
む
学
校	

海
道
小
学
校

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
て	

星
が
丘
中
学
校

単Ｐ短信単Ｐ短信

広報紙コンクール審査会
　３月５日に市総合コミュニティー
センターにて「広報紙コンクール
審査会」が行われました。結果は
以下の通りです。おめでとうござ
います。

編

　集

　委

　員

編

　集

　後

　記

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
宇
都
宮
第
92
号
は
、背
景
色

に「
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
グ
リ
ー
ン
」を
使
用
い

た
し
ま
し
た
。こ
の
色
は
、二
〇
二
五
年

の
人
々
の
心
や
考
え
を
表
す
色
で
あ
り
、

世
の
中
に
む
け
た「
時
代
の
色–

メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ラ
ー
」と
し
て
、社
団
法
人
日

本
流
行
色
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ａ
）が
選
定

し
ま
し
た
。ど
こ
ま
で
も
繋
が
る
水
平

線
を
見
つ
め
る
よ
う
に
、広
い
視
野
で

先
を
見
通
す
、落
ち
着
い
た
中
に
も
確

か
な
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
色
で
す
。

　
ま
た
今
回
は「
学
校
給
食
人
気
メ

ニ
ュ
ー
」に
着
目
い
た
し
ま
し
た
。普
段
家

庭
で
食
べ
る
機
会
が
少
な
い
特
別
感
の
あ

る
メ
ニ
ュ
ー
に
胸
が
踊
ら
さ
れ
ま
し
た
。本

号
発
行
に
あ
た
り
、ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、新
聞

編
集
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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鈴
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小
Ｐ
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（
上
戸
祭
小
Ｐ
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（
雀
宮
南
小
Ｐ
）

（
横
川
西
小
Ｐ
）

（
清
原
南
小
Ｐ
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（
御
幸
が
原
小
Ｐ
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（
横
川
東
小
Ｐ
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（
晃
　
宝
　
小
Ｐ
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（
海
　
道
　
小
Ｐ
）

（
上
河
内
西
小
Ｐ
）

（
事
　 

務 

　
局
）

（
事
　 

務 

　
局
）

事務局だより《今後の事業予定》※行事は予定ですので、変更になることがございます。

　　　　10月８日㈬　・市Ｐ連バレーボール大会要項説明・抽選会	 東生涯学習センター
　　　　11月８日㈯　・市Ｐ連講演会兼県Ｐ連子育てセミナー	 ライトキューブ宇都宮
　　　　11月16日㈰　・市Ｐ連バレーボール大会第１日目	 各実行校
　　　　11月30日㈰　・市Ｐ連バレーボール大会第２日目	 上河内体育館（小学校）
	 	 上河内中学校体育館（中学校）
令和８年１月30日㈮　・ＰＴＡ会長会	 ホテル丸治
　　　　３月４日㈬　・広報紙コンクール審査会	 市教育センター（予定）
　　　　　　　　　　　（応募期間：２月２日㈪～２月27日㈮）

～市Ｐ連の活動はホームページでも紹介しています～
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